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▲新たな遊具を設置する野添であい公園

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
開
か
れ
、
条
例
制
定

１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
物
品
購
入
契
約
締
結
１
件
、
補
正
予
算
４
件
、

請
願
１
件
の
計
10
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
（
審
議
の
結
果
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
ま
た
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

（
６
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）※

本
文
中
の
金
額
は
一
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
実
施

予
定
の
学
校
給
食
費
の
公
会

計
化
に
向
け
、
新
た
に
生
じ

る
町
が
取
り
扱
う
債
権
に
つ

い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る

た
め
の
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
公
会
計
化
の
実
施
に
よ
り
、

教
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減

が
図
ら
れ
、
取
り
扱
い
金
融

機
関
が
増
え
、
保
護
者
の
利

便
性
も
向
上
す
る
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

と
は

　
学
校
給
食
費
収
入
と
食
材

費
支
出
を
学
校
独
自
の
会
計

（
私
会
計
）
で
管
理
す
る
の

で
は
な
く
、
町
の
予
算
に
計

上
し
て
管
理
す
る
こ
と
。

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に

　
　
　
　
　
　
　
向
け
条
例
を
制
定

条例

問
　
積
算
誤
り
を
組
織
的
に

防
止
す
る
対
策
は
。

答
　
チ
ェ
ッ
ク
す
る
項
目
を

明
確
に
し
、
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
担
当
だ
け
で
な
く
各
々

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
を

構
築
し
た
い
。

問
　
増
額
に
よ
り
、
国
庫
負

担
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
国
庫
負
担
金
は
面
積
当

た
り
で
金
額
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
今
回
、
面
積
の
変
更

は
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
予

算
と
同
額
で
あ
る
。

質
　
疑

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
景
気

の
悪
化
で
、
最
低
賃
金
で
働

く
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
な

ど
は
失
業
や
労
働
時
間
削
減

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
地
域
経
済
と
中
小
企
業
を

支
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、「
最
低
賃
金
１
５
０
０

円
以
上
を
め
ざ
す
、
最
低
賃

金
法
を
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
に
改
正
す
る
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
策
を
最
大
限
拡

充
す
る
」
意
見
書
を
国
に
対

し
て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
31
日
の
本
会
議
で
厚

生
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
同
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
６
月
８
日
の
本
会

議
に
お
い
て
も
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
貧
富

の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

特
に
景
気
の
悪
化
に
よ
る
労

働
時
間
削
減
な
ど
に
よ
り
、

非
正
規
労
働
者
は
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
最
低
賃
金
引
き

請
　
　
　
願

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
但
陽
信
用
金
庫
か
ら
の

５
０
０
万
円
の
寄
付
金
を
活

用
し
、
予
算
６
０
０
万
円
で

野
添
で
あ
い
公
園
に
新
た
な

遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

　
設
置
さ
れ
る
遊
具
は
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
も
含
め
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
使
用

で
き
る
遊
具
の
導
入
に
向
け

検
討
中
で
す
。

学校給食費が公会計化に学校給食費が公会計化に

補正予算　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
が
７
月
か
ら
開
始
予
定
で

す
。

　
対
象
者
は
、
60
歳
以
上
の

方
と
、
18
歳
以
上
59
歳
以
下

で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
や
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医

師
が
認
め
た
方
で
す
。

　
接
種
会
場
や
接
種
体
制
は

３
回
目
と
同
様
で
、
各
病
院

で
の
個
別
接
種
も
併
用
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
60
歳
以
上
の
方
に
は
順
次

接
種
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、

59
歳
以
下
の
対
象
者
の
方
は
、

す
こ
や
か
環
境
グ
ル
ー
プ
窓

口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
　
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
集
団
接
種
の
た
め
の
委

託
料
１
億
１
４
５
２
万
円
は

何
カ
月
分
の
委
託
料
か
。
ま

た
、
予
定
よ
り
早
く
終
了
し

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始

補正予算　
介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収

は
、
４
月
を
第
１
期
と
し
て

い
る
が
、
４
月
時
点
で
は
前

年
の
所
得
金
額
な
ど
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
前
年
度

の
保
険
料
を
参
考
に
暫
定
的

に
賦
課
し
、
６
月
に
正
式
な

保
険
料
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
納
入
通
知
書
も
年

２
回
送
付
し
て
お
り
、
算
定

方
法
が
分
か
り
に
く
い
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
５
年
度
よ

り
暫
定
賦
課
を
廃
止
し
、
納

期
は
７
月
を
第
１
期
と
し
、

翌
年
３
月
ま
で
の
年
９
回
に

改
め
ま
す
。

※

11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

介
護
保
険
料
の

暫
定
賦
課
を

廃
止

６月
定例会
5月31日～6月8日

▼
公
会
計
化
に
向
け
た
議
会

の
動
き

　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

に
向
け
、
厚
生
教
育
常
任
委

員
会
で
、
既
に
公
会
計
化
し

て
い
る
自
治
体
へ
の
視
察
、

学
校
給
食
費
に
関
わ
っ
て
い

る
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
な
ど
調
査
・
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
３
月
に
は
「
学

校
給
食
費
の
公
会
計
化
を
求

め
る
決
議
」
を
行
い
ま
し
た
。

答
　
集
団
接
種
の
会
場
や
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど

の
委
託
料
４
カ
月
分
で
あ
る
。

早
期
に
終
了
し
た
場
合
は
、

開
設
期
間
に
応
じ
た
費
用
を

支
払
う
。

補正予算
野
添
で
あ
い
公
園

に
新
た
な
遊
具

　
当
初
予
算
の
積
算
に
お
い

て
設
計
金
額
の
集
計
に
誤
り

な
ど
が
あ
り
、
工
事
費
を
過

少
に
見
積
も
っ
て
い
た
た
め
、

８
２
０
０
万
円
増
額
す
る
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

補正予算
播
磨
南
小
学
校
の

校
舎
の
増
築

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
食
費
の
物
価
高
騰
な
ど

に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
し
、
生
活
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
特
別
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
支
給
額
は
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
５
万
円
で
す
。

補正予算
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
生
活
支
援

特
別
給
付
金

上
げ
が
急
務
で
あ
る
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
支

援
は
、
企
業
や
業
者
を
守
る

だ
け
で
は
な
く
、
も
の
づ
く

り
や
技
術
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
日
本
経
済
に
と
っ

て
も
将
来
的
に
利
益
に
つ
な

が
る
。
労
働
者
の
生
活
を
守

り
、
景
気
の
回
復
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
賛
成
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
日
本
経
済
全

体
へ
の
大
き
な
打
撃
、
ま
た
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
原
油
価
格
や
物
価
の

高
騰
な
ど
、
経
済
状
況
が
不

安
定
な
中
、
最
低
賃
金
１
５

０
０
円
以
上
と
い
う
高
額
な

賃
上
げ
要
求
に
よ
っ
て
、
雇

用
の
低
下
を
ま
ね
く
恐
れ
が

あ
る
。

　
企
業
の
経
営
が
よ
り
苦
し

く
な
り
、
継
続
支
援
と
し
て

高
額
な
予
算
が
必
要
と
な
る
。

財
源
確
保
も
難
し
く
、
増
税

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
国
全
体
の
負
担
が
増
え
国

民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、

現
時
点
で
の
請
願
に
反
対
す

る
。 ■

反
対
討
論

■
賛
成
討
論
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